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▶ スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会議(タスクフォース)報告書について
▶ 目指せ！100万人のフェアプレイ宣言！

あくしゅ、あいさつ、ありがとう「フェアプレイで日本を元気に」キャンペーンにご協力をお願いします！
▶ ＜9月7日開催都市決定！＞2020年オリンピック・パラリンピック競技大会東京招致について

お知らせ

このメールマガジンは、スポーツ振興くじ（toto）助成金を受けて配信しています。

スポーツ振興くじ(toto)助成金についてはこちらから
（日本スポーツ振興センター HP）　http://www.jpnsport.go.jp/

このメールは本会HPより登録された方々へ配信させていただいております。
配信停止設定は、メール後方のご案内をご確認ください。

現在の登録件数：4,872件

スポーツ振興くじ助成事業

クリック

あくしゅ、あいさつ、ありがとう
「フェアプレイで日本を元気に」キャンペーン

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data0/fair/



SCステーションに5個の新Q&Aが追加されました<NEW!>
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日本体育協会のHP上にある「SCステーション」では、総合型クラブの設立、運営に関する疑問や不安に対して、
Q&A形式で分かりやすく回答を紹介しています。

今回、新たに5つのQ&Aを追加しました！

（2.組織と運営）
▶ Q32　会員が辞めないために工夫することはありますか？

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/119/Default.aspx?QuestionID=544&AFMID=531

▶ Q33　地域になかなか受益者負担の意識が浸透しないのですが。
http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/119/Default.aspx?QuestionID=545&AFMID=531

（3.人材と育成）
▶ Q23　クラブに女性スタッフを増やしたいのですが。

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/121/Default.aspx?QuestionID=546&AFMID=538

（4.活動場所と施設）
▶ Q24　公共施設(学校、体育館など)にクラブハウスを設置したいのですが。

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/122/Default.aspx?QuestionID=547&AFMID=540

（7.財源と財務）
▶ Q20　効果的な会費設定やキャンペーン（割引）について教えてください。

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/125/Default.aspx?QuestionID=548&AFMID=546

「SCステーション」では、現在280個のQ&Aを紹介しています。
クラブ運営でお困りのこと、お悩みのことがあれば、ぜひ一度お試しください。

※「SCステーション」について
▶ Q&Aをキーワード検索する場合はこちらから（ページ中段）

http://www.japan-sports.or.jp/sc/tabid/67/Default.aspx

▶ クラブ活動でのシーン別Q&Aはこちらから
http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/341/Default.aspx



概要1

自主財源の確保に向けて3
　本県連絡協議会の運営については、事務局が県体育協会内にあることから、事業実施に関する諸連絡や事務手
続きなどは県体育協会やクラブアドバイザーが、当日の事業運営などは加盟クラブが、それぞれ中心となって行って
います。
　しかし、本県連絡協議会は運営上、1つの課題を抱えていました。「自主財源の確保」です。本県連絡協議会では、
設立段階では自主財源の確保に向けた協議が十分には行えておらず、その財源は県広域スポーツセンターや県体育
協会と協力して事業実施することにより補っていました。やがて役員会、総会などにおいて「会費徴収により自主財
源を確保し、組織を充実させたい」という意見が出てきたことから、平成25年度より会費を徴収しました。
　平成25年6月に開催した総会では、会費徴収に向けたこれまでの経緯や取り組み姿勢などに厳しい意見もありま
したが、規約の大幅な改正を承認され、年間１クラブ5,000円という会費の徴収をすることとなりました。

連絡協議会の具体的な取り組みについて4
平成25年度は以下の事業を行っています。
①県内3ブロック（県南・県央・県北）別交流会の開催（各ブロック年1回）
目的：クラブ間における活動プログラムや運営方法などについての情報共有
内容：ブロック毎に主管クラブを決め、各主管クラブが得意な活動プログラムを紹介しています。

②全県交流大会の開催（年1回）
目的：県内クラブ間の交流促進

設立の経緯2
　平成21年2月、総合型地域スポーツクラブ全国協議会（SC全国ネットワーク）が設立され、本県においても県内
クラブネットワークの組織化に向けて、総合型地域スポーツクラブ育成委員会等における検討、県内3ブロック（県南、
県北、県央）別のクラブ関係者による協議、創設準備中団体も含めた県内クラブへの説明会などを経て、平成21
年8月1日に秋田県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会が設立されました。
　県内クラブに対しては、連絡協議会事業に参加することで県内クラブ間の情報収集・意見交換などができるとい
うメリットを訴えたことにより、設立時には設立済み34クラブ、創設準備中10団体にも加盟いただきました。 (平
成25年9月現在、68クラブ[創設準備中団体含む])

■年会費
■事　業

……………
……………

1クラブあたり5,000円
①県内3ブロック（県南・県央・県北）別交流会の開催
②全県交流大会の開催
③各種研修会の開催
④指導者等の派遣
⑤広報活動

■平成25年度予算 … 390,000円
年会費：340,000円  (5,000円/1クラブ)×68クラブ(含、創設準備中団体)
参加料：20,000円  （交流大会1,000円／ 1チーム）×20チーム
寄付金：30,000円

秋田県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
～自主財源の獲得からさらなる事業拡大を目指して～

〈連載〉 SC 全国ネットワーク 「都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会」  活動報告VOL.12



今後の展望5
　県内クラブに限らず今後の総合型クラブには、自立・自律したクラブ運営が求められます。そのために本県連絡
協議会としては、総合型クラブがより良いクラブ運営ができるよう、情報提供を欠かさないことが必要であると感じ
ており、今後は連絡協議会の中・長期計画を策定し、情報提供や研修会開催に関しての各専門委員会などを設置
していきたいと考えています。

連絡先6
秋田県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
〒010-0974　秋田県八橋運動公園1番5号　公益財団法人秋田県体育協会内
TEL：018-864-8094　FAX：018-864-5752
E-mail：3-akitaken@japan-sports.or.jp

内容：8人制バレーボール大会を開催しています。8人制バレーボールは秋田県体育指導委員協議会(現スポー
ツ推進委員協議会)が考案した競技で、県内クラブの多くが活動種目として取り入れており、加盟クラブ
に対して行ったアンケートにおいて、「交流大会で実施したい種目」としても上位であったことから実施して
います。

③各種研修会の開催
目的：円滑なクラブ運営に向けた情報提供
内容：組織づくり、活動実践事例、指導者の資質向上などをテーマとした研修会を開催しています。平成25

年度は、「効果的なウォーミングアップ」をテーマに研修会を開催予定です。

④指導者等の派遣
目的：指導者等の有効活用
内容：加盟クラブが指導者探しに困っている場合、連絡協議会が仲介し、他の加盟クラブから指導者を派遣す

る事業を行っています。近年では、障がいのある方と一緒にできる種目の指導者を派遣するケースが増え
ています。

⑤広報活動
目的：連絡協議会の認知度向上　　
内容：啓発ポスターを作成しています。

INDEXへ ▲



概要1

SCネットワークあいちの取り組み3
　SCネットワークあいちでは、毎年、研修会と交流会を開催することとしています。研修会、交流会事業では、各
クラブの困っていることをテーマとして取り上げるようにしています。それは参加者が研修会、交流会で得た気づきを、
各クラブへ持ち帰り今後の事業展開につなげてほしいと考えているからです。
　昨年(平成24年)8月に、第1回目の交流会を開催しました。この交流会では、参加者にニュースポーツ(ノルディッ
クウォーキング、カローリング、ダーツ、スポーツ吹矢)を体験いただきました。加盟クラブから10クラブ、非加盟
クラブから3クラブ、合計57名の参加者があり大盛況でした。
　開催にあたっては、4月から4回程度、運営委員会で種目や場所、日程及び役割分担などについて議論し、手探
りの企画・運営になりました。参加者が単に楽しむための交流会ではなく、クラブに持ち帰り新規教室を開設する
など、今後の事業展開につながれば良いと考え、1種目50分×4種目として、参加者に全てのプログラムを体験い
ただきました。
　その結果、体験しないと分からないであろう「スポーツ吹矢は子どもからお年寄りまで楽しむことができそうなの
で、来年度から新たにスポーツ吹矢教室を始めたい」という意見や「ノルディックウォーキングは会場使用料が不要
で、少ない経費で実施できそうだ」という意見をいただくことができました。
　また、交流会当日は屋外で実施したノルディックウォーキングにおいて、指導者が炎天下の中で長時間指導した
ため、指導者が倒れそうだったというエピソードがありました。このような反省点を生かし、今年度(平成25年度)
もクラブの参考になるような種目を実施できるように企画しています。

SCネットワークあいちの設立2
　総合型地域スポーツクラブ全国協議会(SC全国ネットワーク)が2009年2月に設立されたことを受け、愛知県
でも県内クラブ協議会の組織化に向けて協議を開始し、2011年11月13日に愛知県総合型地域スポーツクラブ連
絡協議会「SCネットワークあいち」を設立しました。
　総合型クラブは地域社会に密着して存在し、「誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも」スポーツに親しむことが
できる環境を提供する組織です。しかし、今までにない新しい形の地域スポーツ活動であるため、設立して活動を
始めた後にも、その円滑な運営と継続に向けた支援が必要になります。
　そこで総合型クラブ同士の結びつきを作り、助け合い、発展させる場としてSCネットワークあいちは設立されま
した。また、自立に向けて活動しているクラブが困った時に頼れる、駆け込み寺のような中間支援団体になること
を目指しており、現在、25クラブが加盟しています。 (県内130クラブ)
　SCネットワークあいちは設立当初から「自立」を目指し、自己財源の確保、受益者負担の考えに基づき、加盟ク
ラブからは年会費を徴収しています。

■年会費 … 1クラブあたり

■事　業 … ○研修会、交流会の開催（非加盟クラブの参加については、1人あたり1,000円を徴収）
○機関紙発行など

前年度予算額

1,000万円未満

1,000万円以上

年会費

10,000円

20,000円

愛知県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会「SCネットワークあいち」
～クラブにとってより身近な組織を目指して～

〈連載〉 SC 全国ネットワーク 「都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会」  活動報告VOL.13



今後の展望4
　SCネットワークあいちは今後、さらなる組織拡大を目指して加盟クラブが増えるよう、魅力ある組織づくりをして
いく必要があります。クラブ同士の結びつきを強固なものとし、お互いで助け合える、支え合える環境を整備する
ことがSCネットワークあいちの使命だと考えています。
　具体的には、研修会、交流会事業の開催だけでなく、中間支援団体として活用できる組織を目指しています。例えば、
指導者が不足している時やスポーツ用具が足りない時に、SCネットワークあいちを仲介して、加盟クラブの中から
指導者やスポーツ用具を探すことができるような仕組みを作り、クラブにとってより身近な組織として活動していき
たいと考えています。

連絡先5
SCネットワークあいち事務局
〒460-0007　愛知県名古屋市中区新栄1丁目49-10　愛知県体育協会内
TEL：052-264-1010　FAX：0052-264-0909
E-mail：
HP：

fujita@aichi-sports.or.jp
http://scnetaichi.jimdo.com

INDEXへ ▲



申込締切：9月30日まで

▶ 未来を強くする子育てプロジェクト・子育て支援活動の表彰（住友生命）［9月10日（火）当日必着]
http://www.sumitomolife.co.jp/about/csr/community/mirai_child/child/bosyu.html

▶ 第3回 夢屋基金（公益財団法人公益推進協会）[9月19日（木）当日消印有効]
http://kosuikyo.com/yumeya_3

▶ 子どもたちの「こころを育む活動」募集（「こころを育む総合フォーラム」全国運動）
　[9月30日（月）17：00締切 ※web申込]

http://www.kokoro-forum.jp/project_kokoro/

助成金情報

INDEXへ ▲

●「総合型地域スポーツクラブ育成プラン2013」を策定しました！

日本体育協会では、これまでに寄せられた総合型クラブ関係者の意見や現状における緊急度の高い課題などを踏
まえ、今後概ね5年を目途とする取り組みについて整理し、平成25(2013)年7月に「総合型地域スポーツクラブ
育成プラン2013(育成プラン2013)」を策定・公表しました。

今後、本会では「育成プラン2013」に基づき、総合型クラブ育成事業を取り進めていくこととなります。

「育成プラン2013」の内容については、本会HP上に公開中ですので、まだご覧になっていない方は、ぜひご一読
ください。

▶ 「総合型地域スポーツクラブ育成プラン2013」(全文)
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/doc/club_ikusei_plan2013.pdf

▶ 「総合型地域スポーツクラブ育成プラン2013」について（本会HP)
http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/394/Default.aspx

▶ [参考]「総合型地域スポーツクラブ育成プラン2013」内容紹介
（本会総合型クラブ公式メールマガジン第94号[平成25年8月20日発行]掲載）
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H25/8.ikusei_plan_Vol.1.pdf

●＜締切延長！＞総合型地域スポーツクラブ「キャッチコピー」募集中！

総合型地域スポーツクラブ全国協議会（SC全国ネットワーク）が平成25年（2013年）度に設立5周年を迎えるこ
とから、その記念事業として、総合型地域スポーツクラブ「キャッチコピー」コンテストを実施します。

このたび、応募締切を延長しました！ 皆さまからのたくさんのご応募お待ちしています！！

応募資格：SC全国ネットワーク加入クラブ（含、設立準備中団体）
応募期間：平成25年5月1日(水)～9月20日(金)  ※締切日当日までの応募有効

▶ 詳細はこちらから 
http://www.japan-sports.or.jp/local/news/tabid/84/Default.aspx?itemid=2693

お知らせ



●＜労力半分、効果は2倍！＞ あなたにもできる「クラブのらくらく広報」をご活用ください！

日本体育協会では、クラブが会員募集や認知度向上のために行う広報活動をより効果的に行うためのガイド「クラ
ブのらくらく広報」を本会HP上に公開しています。
実際に活用いただいた方から好評の声をいただいております！

「クラブのらくらく広報」では、紙媒体による広報活動の紹介だけではなく、最新メディアであるSNS(ソーシャルネッ
トワーキングサービス)を活用した広報活動についても紹介しています。

普段のクラブ運営において、何気なく行っている広報活動をこれを機に見直してみてはいかがでしょうか。

▶ 「クラブのらくらく広報」
http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/514/Default.aspx#05

●「スポーツ指導者のための倫理ガイドライン」を策定しました！

スポーツの意義や価値が改めて問われている昨今、日本体育協会では、スポーツ指導者の望ましい考え方や行動
についてガイドラインを策定しました。

本ガイドラインでは「スポーツの価値」「プレーヤーズファースト」「フェアプレー」の視点から、安全で、正しく、楽し
いスポーツ活動をサポートするためのプレーヤーと指導者の望ましい関係づくりについて解説しています。

また、暴力やハラスメントなどの反倫理的行為が起きる背景や影響、指導者としての注意点なども網羅しています。

総合型クラブの現場で活動されているスポーツ指導者をはじめ、運営スタッフやクラブ会員の保護者などスポーツに
関わる皆さまに読んでいただき、本ガイドラインの趣旨を共有することで、スポーツ界から反倫理的行為を根絶する
ための一助となれば幸いです。

▶ スポーツ指導者のための倫理ガイドライン
http://www.japan-sports.or.jp/publish/tabid/677/Default.aspx#book06

●スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会議(タスクフォース)報告書について

文部科学省では、スポーツ指導において暴力を行使する事案が明らかになったことを受け、「スポーツ指導者の資質
向上のための有識者会議(タスクフォース)」を設置し「新しい時代にふさわしいスポーツの指導法」のあり方につい
て検討を行ってきました。
このたび、本タスクフォースの報告書がまとまり、公表されました。

我が国のスポーツ指導の場から今後、暴力が一掃されるよう、皆さまのご協力をお願いします。

▶ スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会議(タスクフォース)報告書
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/sports/017/toushin/1337250.htm

●目指せ！100万人のフェアプレイ宣言！  あくしゅ、あいさつ、ありがとう
　「フェアプレイで日本を元気に」キャンペーンにご協力をお願いします！

日本体育協会では、社会におけるスポーツの価値をより高めていくこと、スポーツ界を中心に「フェアプレイ」を社
会全体に浸透させ、日本を元気にしていくことを目的に「フェアプレイで日本を元気に」キャンペーンを実施中です。
「フェアプレイ宣言」は本会専用WEBサイト上で行うことができます。
http://www.japan-sports.or.jp/portals/0/data0/fair/declaration/index.html



現在、本キャンペーンの趣旨に賛同いただき、「フェアプレイ宣言」をしていただいた方は18,000名を超えています。
目標は2016年に100万人です！ まだまだ皆さんのご協力が欠かせません！
まだ「フェアプレイ宣言」をされていない方はぜひ専用WEBサイト上で「フェアプレイ宣言」をお願いします。

なお、フェアプレイ宣言を行っていただくと宣言書のダウンロードができ、各種画像データをご自身のブログなどで
もご利用いただけます。ぜひご活用ください。

日本体育協会は、これからも「フェアプレイ」を広げるためにキャンペーン活動を続けてまいりますので、皆さんのご
協力をお願いします。

▶ フェアプレイ宣言など、詳しくはこちらから
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data0/fair/

●＜9月7日開催都市決定！＞ 2020年オリンピック・パラリンピック競技大会東京招致について

ついに来る9月7日(日本時間：8日午前5時頃)に、2020年オリンピック・パラリンピック競技大会の開催都市
が決定します！

東京2020オリンピック・パラリンピック招致委員会は、アルゼンチン・ブエノスアイレスで開催されるIOC(国際
オリンピック委員会)総会での最後のプレゼンテーションに向けて去る8月23日に出陣式を行い、9月3日に日本
を出発しました。

2011年7月に東京が立候補を表明してからの2年間、「“Discover Tomorrow”～未来(あした)をつかもう～」と
いう招致スローガンのもと、日本各地そして世界各国で招致活動を展開し、全国各地の皆さまにも多大なご協力を
いただきました。

皆さまのご協力もあり、東京は大会開催能力を高く評価されています。
あと一押しです！
開催都市決定の瞬間まで皆さまのご協力をよろしくお願いいたします！

さあ、2020年オリンピック・パラリンピックをニッポンで！

▶ 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会招致委員会HPはこちらから
http://tokyo2020.jp/jp/index.php

●公式メールマガジンへの登録をおススメください！

公式メールマガジンをご愛読いただき、ありがとうございます。
おかげさまで、現在約4,600 の登録をいただいております。

このメールマガジンは、関係者はもちろん、クラブに少しでも関心のある方、会員の方、どなたでも無料でお送りい
たします。
メールアドレスをお持ちであれば、すぐに登録できます。
個人情報は一切入力しません。退会も簡単にできます。

登録方法は下記にありますので、本メールマガジンの登録を周りの方にお勧めください。
よろしくお願いいたします。

【公式メールマガジン登録方法】
１）日本体育協会HP のトップページの中央にある「総合型地域スポーツクラブ」をクリック
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２）下段の「メールマガジン」をクリック
３）「登録・退会」をクリック
４）「登録する」をクリック
５）登録フォームに、お持ちのメールアドレスを入力（２回）
６）登録確認画面へ（完了）

▶ メールマガジンの登録（無料）はこちらから簡単にできます。周りの人にもぜひ登録をオススメください！
　 http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/516/Default.aspx

▶ メールマガジン配信停止(退会)ご希望の方は、こちらから
　 http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/515/Default.aspx

※お客様のメールアドレスが変更になる場合は、上記ページで一度退会処理をされた後、再度登録手続きを行って
ください。




